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攻撃を決定したとき、協力国を募るために各国に連絡をとったが、コスタリカの場合、米国から直接電話を受けた当時の大統領が、その場で国会にも憲法裁判所にも相談せず、支援を即時約束した。そのために米国と行動を共 する最初の支援国 グループ コスタリカが入れられたの ある。国務省のウェブページにリストが公開されたために、大統領の「勇み足」が暴露されることになり、コスタリカ国内で反発を招いた。ま 手続きとして、国会に相談せず 大
統領が単独で米国支援を決定したことが問題とされ、次に米国のイラク攻撃そのものの正統性が問題とされた。　
これについては、コスタリカ国
民から憲法裁判所に違憲判断を求めて提訴がな 、翌年裁判所は訴えを認めて違憲判決を出す。政府は世論の反対と違憲判断を根拠として支持 引っ込めたが、ここでも原則よりも米国との同盟関係を優先する政府と、それを批判する国民との間の乖離がみられる。●おわりに　
コスタリカの非武装政策は、歴
史的に米国との関係のなかで形成されてきた。正規軍を解体した指導者は、反共政策のため 米国の支持を受け、内戦後の不安定な時期
を
乗
り
切
っ
た。
中
米
紛
争
の
際
も、
米
国
支
持
を
明
確
に
す
る
こ
と
で、ソ連やキューバ ニカラグアの脅威を防いだ。そして債務危機も、米国の経済支援を受けて他国よ
り
は
容
易
に
乗
り
切
っ
た
の
で
あ
る
。
　
コ
ス
タ
リ
カ
は
人
口
四
七
〇
万
人
（
二
〇
一
一
年
）
の
小
国
で
あ
る。
そ
の条件下では、米国という巨大市場
を
重
視
し
た
伝
統
的
な
通
商
政
策
や、冷戦のなか 米国陣営につく
決定、あるいは現在の米国の「対テロ戦争」への協力姿勢（世論が反対して引っ込めるにせよ）は、合理的・実利的な判断であると思われる。国際社会では、小国の選択
肢
は
あ
ま
り
な
い
の
が
現
実
で
あ
る。米国を支持しつつ、環境保護や福祉国家などのプラスイメージを打ち出すコスタリカの外交は、対外的には巧みに 際社会を生き抜く小国の戦略の一環であると評価できる。（や
ま
お
か
　
か
な
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
　
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ）《注》⑴
 コスタリカ大学名誉教授ダニエル・
カ
マ
チ
ョ（
D
an
iel C
am
a-
cho M
on
ge ）
氏
へ
の
筆
者
イ
ン
タビューによる。フィゲーレスの親しい支持者・協力者であった教授の父君は、仕事が休みになる週末には、予備役として仲間と共に軍事訓練に励んだという。
ま
た
自
身
の
コ
ー
ヒ
ー
農
園
に、フィゲーレスが有事 備えて備蓄した武器弾薬を隠していたそうである
《参考文献》①
 新
藤
通
弘［
二
〇
〇
二
］「
最
近
の
コスタリカ評価についての若干の
問
題
」『
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
研
究』
 Vol.四二、№一。
②
 足
立
力
也［
二
〇
〇
九
］『
丸
腰
国
家―軍隊を放棄したコスタリカ
　
六〇年の平和戦略』扶桑社新書〇四七
　
扶桑社。
③
 B
u
lm
e
r-T
h
o
m
a
s
, V
ic
to
r 
1
9
8
7
. T
h
e P
olitical E
con
o-
m
y of C
en
tral A
m
erica sin
ce 
1
9
2
0
, C
am
b
rid
ge an
d
 N
ew
 
Y
ork: C
am
brid
ge U
n
iversity 
P
ress.
④
 W
ilso
n
, B
ru
ce
 M
. 1
9
9
8
. 
C
osta R
ica: P
olitics, E
co-
n
o
m
ics, a
n
d
 D
e
m
o
cra
cy, 
B
oulder: L
yn
n
e R
ien
n
er.
⑤
 M
o
lin
a
, Iva
n
, a
n
d
 S
teven
 
P
alm
er, 2
0
0
4
. H
isto
ria d
e 
C
o
sta R
ica: b
reve, actu
ali-
za
d
a
 y co
n
 ilu
stra
cio
n
es, 
S
a
n
 Jo
sé: E
d
ito
ria
l d
e la 
U
n
iversid
ad
 d
e C
o
sta R
ica
（
邦
訳：
国
本
伊
代・
小
澤
直
也
訳
［
二
〇
〇
七
］『
コ
ス
タ
リ
カ
の
歴
史：コスタリカ高校教科書』明石書店）
。
⑥
 壽
里
順
平［
一
九
九
〇
］『
中
米
の
奇跡コスタリカ』第二版、東洋書店。
コスタリカの非武装と対米関係 ―小国の国際関係―
15 アジ研ワールド・トレンド No.218 （2013. 11）
